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“ 能 力 の 差 は 小 さ い が ， 努 力 の 差 は 大 き い ！ ”
１ 学 期 の 学 習 成 績 を 振 り 返 っ て み る と ， 成 績 上 位 者 （ 平 均 80点 以 上 ）

は 5名（ 1 学年末 8 名）でした。この中で，今回“初登場”の 2 名は，日

頃 の 学 習 に お い て 地 道 な 努 力 の 積 み 重 ね が 結 果 に つ な が っ た と い え る で

し ょ う 。 ２ 学 期 以 降 は ， さ ら に 多 く の 人 が 成 績 上 位 を 目 指 し て 奮 闘 努 力

し て 欲 し い と 思 い ま す 。“ 能 力 の 差 は 小 さ い が ， 努 力 の 差 は 大 き い ” の

で す 。 ま た ， １ 学 期 の 皆 勤 者 数 は ， 133名 で し た 。 今 後 ， こ の 皆 勤 者 数 を 減 ら さ な い よ う

にしましょう。そのためには，日々の生活の基本である『 休 ま ず ， 遅 れ ず ， 最 後 ま で 』を

皆さん一人一人が肝に銘じて過ごすことが大切です。卒業後の進路が就職希望の人は言う

までも無く，進学希望者にとっても，『 皆 勤 』 は 極 め て 重 要 な 評 価となるのです。

☆ 『 振 り 返 り 』 が 大 切 ！ ～ 夏 休 み を ， ど う 過 ご す か ～

１ 学 期 の 授業 日 数 は ， 62 日 で し た。 こ の 62 日 を どう 過 ごし ま した か。 毎 日の 授 業や 部

活 動 ， 友 達 と 過 ご し た 時 間 な ど ， 満 足 で き る内 容 で し た か ，振 り 返 っ て み まし ょ う 。『 振

り 返 り 』 は ， 成 長 の 原 点 で す 。 さ て ， 明 日 か ら ， 楽 し い 夏 休 み で す 。

皆さんは，この 40 日以上もある夏休みをどのように過ごす予定ですか。

部 活 動 に 励 む 人 ， 課 題 や 課 外 学 習 な ど の 勉 学 に 力 を 入 れ る 人 な ど 過 ご

し方は様々でしょう。そこで，大切なことは，新学期を迎えたとき，「 充

実 し た 夏 休 み だ っ た 」 と か 「 時 間 を 有 効 に 活 用 で き た 」 な ど と い っ た

『 振 り 返 り 』 が で き る よ う な 夏 休 み を 過 ご す こ とです。

☆ 台 湾 学 ㉖ 『 鄭 成 功 物 語 Ⅲ 』 ～ 反 清 復 明 と 成 功 大 学 ～
て い せ い こ う

鄭 成 功 は ， 父 が 清 に 降 伏 し た 後 も 厦 門 ,台 湾 を 拠 点 に 抗 清 運 動 を つ づ け ， 1 6 6 1年 オ ラ ン
あ も い

ダ 人 勢 力 を 駆 逐 し て 台 湾 を 占 領 し ， 台 南 に 本 拠 を 置 い て ， 独 自 の 政 権 を 打 ち 立 て たが，翌

年 39 歳で死去する。鄭成功の死後，その志を受け継いだのは子の鄭経である。鄭経は 1681

年に父と同じ 39 歳で亡くなるまで，よく台湾を維持するだけでなく大陸にも進出したが，

そ の後は 一族 と部下 の争い の中 で， 1683 年 清の軍 門に降 り， 台 湾 鄭 氏 政 権

は 3代 2 3年 で 終 わ る 。 歴 史 上 の 鄭 成 功 は ，「 反 清 復 明 」 を 果 た す 事 無 く 死

去し ，台湾との関わ りも短期間であ ったが，台 湾 独 自 の 政 権 を 打 ち 立 て て

台 湾 開 発 を 促 進 す る 基 礎 を 築 い たとして，今日では台 湾 人 の 精 神 的 支 柱（ 開

発 始 祖 =ﾋﾟ ﾙ ｸ ﾞ ﾘ ﾑ ･ ﾌ ｧ ｰ ｻ ﾞ ｰ ｽ ﾞ（ Pil g r i m F a t h e r s）） とし て社 会的 に 極め て 高

い 地位 を 占め て いる 。よ っ て， 彼 が拠 点と し た台 南 に は 理 工 系 分 野 の 教 育

と 研 究 で 有 名 な 成 功 大 学 や 市街 地 の中 心走 る 成功 路 など 鄭成 功 にち なん で

命 名さ れ たも の も多 く， 台 湾 城 内 に 明 延 平 郡 王 祠 と し て 祠 ら れ て お り ， 毎

年 4月 29日（ 鄭 成 功 が 台 湾 に 上 陸 し た 日 ）に 復 台 記 念 式 典が催されている。


